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平成 27 年度 第 ３ 回 人にやさしい暮らしのまち部会 会議概要 

日 時 平成 27 年 7 月 10 日（金）１０：００～１２：００ 
会 場 市役所本庁舎 ４階 ４０１会議室 

出席委員

16/17 名 

田村委員(座長)，渡部委員(副座長)，杉原委員(副座長)，中村委員(書記)，   

相田委員(書記)，高橋委員，加藤委員，本間(之)委員，川崎委員，志賀委員，

三條委員，菊地委員，水品委員，津田委員，長谷川委員,本間（伸）委員 
欠席委員 井上委員  
事 務 局 小栁主幹，大野主査 
議 題 第２回部会会議概要について，配布資料等の確認 
会議内容 
及び 

決定事項等 

・前回の部会会議概要について，座長より説明があった。 
・新任委員に対する前期事業の資料配布を行った。疑問点等については個別 
に質問すること。 

議 題 平成 27 年度部会事業（テーマ）について 
 
 

会議内容 
及び 

決定事項

等 

・座長より，委員へのアンケート（９テーマ３分類（前年度事業，地域，防

災・災害））集計の中から，「防災・災害」について取り組んではどうかと

の提案がなされ，その後，叩き台として「災害への対応（案）」の説明があ

った。 
 説明後に出された意見は概ね以下のとおり 
・「自助」への意識付けを行えば，「共助」（自主防災組織としての活動，災害 

時要援護者支援等）がスムーズに実行される。 
・自主防災組織に限らず，自治会・町内会は，高齢化，役員不足で，弱体化

している団体も多いが，それを良くする方策を考える必要がある。 
・前年度事業のアンケート「超高齢・人口減少社会における自治会・町内会

の役割に関する調査報告」に関するフォローアップ調査について，詳細を

詰めていきたい。 
・コミ協と自治町内会の役割が曖昧になっているのではないか。役割分担を

明確にしていく必要があるのではないか。 
 
上記のようないろいろな意見が出されたが，平成 27 年度部会事業としては

「災害への対応」をテーマとして取り組んでいくことと決定した。 
 

その他 
・「災害への対応（案）」の欠落項目等の抽出及び災害への対応というテーマ

に関して自分でやりたい事柄を事務局へ提出すること。（７月２４日まで自

由形式） 
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